
（校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定

に関する指針）

第二十二条の二 文部科学大臣は、公立の小学校等の校

長及び教員の計画的かつ効果的な資質の向上を図るた

め、次条第一項に規定する指標の策定に関する指針を

定めなければならない。

（校長及び教員としての資質の向上に関する指標）

第二十二条の三 公立の小学校等の校長及び教員の任命

権者は、指針を参酌し、その地域の実情に応じ、当該

校長及び教員の職責、経験及び適性に応じて向上を図

るべき校長及び教員としての資質に関する指標（以下

「指標」という。）を定めるものとする。

『 大 分 県 公 立 学 校 教 員 育 成 指 標 』 《 解 説 》

はじめに

令和５年１月 大分県教育委員会

○「大分県公立学校教員育成指標」は、教育公務員特例法の一部改正（H29.4.1施行）により、任

命権者には「校長及び教員としての資質に関する指標」の策定が義務付けられたことから、平成

２９年１１月に策定したものです。

○本指標は文部科学大臣が示す「指針」を参酌して策定・改訂を行うこととされており、令和４年

８月に「指針」が改正されたことから、「大分県公立学校教員育成指標」を改訂します。主な改

訂内容は以下の４点です。

①「特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応」、「ICTや情報教育データの利活用」及び

「業務遂行・時間管理能力」に係る資質能力を新たに設定

②「人材育成」及び「危機管理」に係る資質能力の内容を見直し

③「管理職」については、「教諭等」とは別に個別の指標を策定

④「管理職」の指標に「アセスメントやファシリテーションに関する力」を設定
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各ステージの終了までに身に付けた資質能力を、視点ごとに目標の形で表現し

ています。例えば、第１ステージの各指標については、基礎形成期終了までに

その資質を身に付けるという見方をします。

教育公務員特例法（抜粋）

○横軸には、「キャリアステージ」を置いています。

○「教員等」の指標には「第０ステージ」から「第３ステージ」までの４つ、「管理職」

の指標には「副校長・教頭」と「校長」の２つのキャリアステージを設定しています。


